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 此 の系 を研究 する爲に使用せる二元系の月犬態圖について述ぶれば、銀亜鉛系は、從
來ペ トレンコー氏1)の 敷回に亘 り研究せるものを補正せ り。 圖は略す るが液相及び固
相線 に於てかな り大 きい相違を見出だせるのみにて、卒衡關係は大燈氏のものミー致
せ り。 銀痢系 は廣瀬氏2)の 状態圖を旧ひ銅江{巨鉛系については飯塚氏3)のH犬態圖を用ひ
た り。
 合金を作 る材料 εして銀及び銅は電解せるものを用 ひ、亜鉛はメル ク會肚製の純粋
なものを用 ぴた り。先づ食鱒中に於 て銀を溶解 し、徐 々に亜鉛及び銅を加へて よ く擁
絆 する、か くして作 りナこる敷十ケの合金は、之を分析 して著者の實験状態 に於ては亜
鉛の減少は0.3%-O・5%な るこざを知れり。故に此の後の研究に使用せ る合金は以上
の蒸畿量に相當 ケる丈け鯨分の亜鉛を加へて作 りた り。叉之等の合金の顯微鏡組織 を
槍 して、本系の大燈 の構造を知れ り。其結果本三元系 は多 くの均一及び二相の固溶艦
よりな り、不憂系反磨はないこざを知れ り。
 以上の豫備實験 の後本系を研究す るに銀銅畷鉛系 を圖示 する正三角形の銀銅邊を示
す邊 に李行なる10%亜 鉛及び20%亜 鉛を含む爾切断面圖により銀70彦 以1ヒを含む
一隅の軍衡状態圖を決定せ り。
 二元系銀銅系 に於ては銀が 銅を溶解 して生 じナこるa固 溶燈は抵温度に於て 銅を遊
離す る反慮を有 したれ共亜鉛が 加つて生ずる三元a固 溶髄は著るしく其性質を減 じ
亜鉛7%を 含む鮎に於ては此の性質はないε云 ふこεを知れり。
 銀亜鉛系 のLiq・+a 2β なる反慮は銀が加は るや其温度 下がる。叉銀銅系の共晶
も亜鉛が加はるや温度下がり之等爾反癒は連絡 して一・攣系反慮曲線を形成せ り。此の
部分の常温に於 ける諸相 はa,a+β', a+共 晶の諸相 よりなれ り。
 1) Ze量ts allg. u. anorg. C. 165,297.(1927).
 2)Report of the Imperial Mint(Osaka), No.翌,1.(1927).
 3)Metallkunde,19,396.(1927).
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               上.      野
 亜鉛O-55%銀O-40%を 含む範園内の銅に富める部 分の立膿圖及び李衡圖を作 る
爲 に30.弩亜鉛35%亜 鉛及び40彦 亜鉛45%矩 鉛50%亜 金貸の諸切断面圖を作れ り。此の
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 等淵.圖を作る爲及び固溶膿の正確 なる範園を決定 歩る爲90%銀80%銀70%銀
60多 銀50箔 銀40%銀3096銀20%銀10%銀の1諸切噺面圏を作れ り。以上の研究
によりFig.1に 示 ζ立盟圖及びFig.2に 示 ケ等温圓及び投影圖Fig.3を 作れ り。
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 終 りに本研究を行ふに當 り著者は近重教授の懇切なる御指導を受け し事を謝 タ。
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